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プログラム（講演・シンポジウム等）

 7月6日（土） 第1会場：マルチメディアホール

9：00～9：10 開 会 式

学術集会長挨拶 吉沢 豊予子（東北大学大学院）

祝　辞 八重樫 伸生（東北大学大学院）

9：10～9：30 理事長講演
座長：高橋 眞理（北里大学）

一般社団法人日本母性看護学会の将来像：社団法人化からの出発

森 恵美（一般社団法人日本母性看護学会理事長）

9：30～10：00 基調講演
座長：桑名 佳代子（宮城大学）

母性看護学の変遷 ～一教科書の分析を通して～

前原 澄子（京都橘大学看護教育研修センター）

10：00～10：40 会長講演
座長：遠藤 俊子（京都橘大学）

母性看護学の洗煉 ―家族・父親・夫とともに―

吉沢 豊予子（東北大学大学院）

10：45～11：30 特別講演
座長：吉沢 豊予子（東北大学大学院）

父親の子育てがあたりまえの社会 ―文化人類学の知見

沼崎 一郎（東北大学大学院文学研究科）

11：30～12：00 教育講演1
座長：佐藤 喜根子（東北大学大学院）

東北大学からの発信 ―子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）

西郡 秀和（東北大学病院産科）
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13：00～14：50 シンポジウム
座長：定方 美恵子（新潟大学）　　

跡上 富美（東北大学大学院）

母性看護学で父親・男性ケアをどう考えるか
シンポジスト： 岩田裕子（千葉大学大学院）

林ひろみ（千葉県立保健医療大学）
山口典子（新潟医療福祉大学）

16：00～17：00 教育講演2
座長：山本 あい子（兵庫県立大学）

東日本大震災と周産期領域研究

菅原 準一（東北大学東北メディカル・メガバンク機構）
福島 裕子（岩手県立大学）

 7月7日（日） 第1会場：マルチメディアホール

9：00～10：00 総　会

11：30～12：30 教育講演3
座長：島袋 香子（北里大学）

CTG判読力を高めるには 

村林 奈緒（三重大学医学部産科婦人科学教室）

母性看護CNSとして、CTGをどういかしていくか

中井 愛（滋賀医科大学医学部附属病院）

12：30～12：40 閉 会 式
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プログラム（一般演題・口演）

 7月6日（土）

15：00～16：00 1-A群　［ 震災 ］ 第5会場：講義棟 C棟201

座長：新井 陽子（北里大学）

O-101 東日本大震災発生直後の看護職の労働実態にジェンダーが与えた影響
○荒屋敷 純子1）、跡上 富美2）、中村 康香2）、吉沢 豊予子2）

1）弘前市健康福祉部健康づくり推進課、2）東北大学大学院医学系研究科

O-102 周産期病棟スタッフのシミュレーションを通した減災行動に対する実態調査
○阿部 真紀子、平柳 沙希子、高橋 陽子、高橋 菜津子

JA秋田厚生連平鹿総合病院 4階もり女性病棟

O-103 妊産褥婦をケアする看護職者用災害時ガイドラインの有用性の検証
○渡邊 聡子1）、山本 あい子2）3）、工藤 美子1）、塩野 悦子4）、山田 志枝4）

1）兵庫県立大学看護学部、2）兵庫県立大学地域ケア開発研究所、 
3）WHO Collaborating Center for Nursing in Disasters and Health Emergency Management、 
4）宮城大学看護学部

15：00～16：00 1-B群　［ 震災 ］ 第6会場：講義棟 C棟206

座長：工藤 美子（兵庫県立大学）

O-104 「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力相談事業」で助産師が対応した 
相談や訴え　～記録の分析から～
○福島 裕子
岩手県立大学看護学部

O-105 「東日本大震災被災地における女性の悩み・暴力相談事業」に従事する助産師の 
経験と認識
○野口 恭子、福島 裕子
岩手県立大学 看護学部

O-106 災害時における妊娠初期から中期の妊婦のニーズ
○山口 恵実1）、蛎崎 奈津子2）

1）仙台赤十字病院、2）岩手県立大学 看護学部
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15：00～16：00 1-C群　［ 教育 ］ 第7会場：講義棟 C棟202

座長：小山田 信子（東北大学大学院）

O-107 助産師免許取得後（卒後）の産婦ケア能力の獲得に関する研究
○大滝 千文1）、遠藤 俊子7）、小林 康江2）、渡邉 竹美2）、清水 嘉子3）、永見 桂子4）、 
斎藤 益子5）、奥村 ゆかり6）、常田 裕子7）、前田 一枝2）

1）神戸大学大学院 保健学研究科 博士後期課程、2）山梨大学大学院 医学工学総合研究部、 
3）長野県看護大学 看護学部、4）三重県立看護大学 看護学部、5）東邦大学 看護学部、 
6）日本赤十字広島看護大学 看護学部、7）京都橘大学 看護学部

O-108 胎児心拍陣痛再生装置と模擬産婦を導入した分娩介助演習の効果の検証
○林 ひろみ1）、石井 邦子1）、北川 良子1）、山本 英子2）、芝本 美紀2）、鈴木 幸子2）、 
大井 けい子3）

1）千葉県立保健医療大学 健康科学部、2）埼玉県立大学 保健医療福祉学部、 
3）青森県立保健大学 健康科学部

O-109 助産師教育における clinical reasoning学習プログラム
○伊藤 美栄
国立病院機構大阪南医療センター

15：00～16：00 1-D群　［ 不妊 ］ 第8会場：講義棟 C棟205

座長：坂上 明子（千葉大学大学院）

O-110 不妊を取り巻く環境と現状 ～不妊を意識した女性の視点から
○佐藤 安代
日本保健医療大学 保健医療学部看護学科

O-111 不妊治療によって妊娠した女性のソーシャル・サポート体験
○飯島 佳子1）、森 恵美2）、坂上 明子2）

1）医療法人誠馨会 千葉メディカルセンター、2）千葉大学大学院 看護学研究科

O-112 不妊治療後の妊婦への親役割獲得に向けた妊娠期の支援
○松山 久美、服部 律子
岐阜県立看護大学



― 14 ―

 7月7日（日）

10：00～11：30 2-A群　［ 産褥・子育て ］ 第5会場：講義棟 C棟201

座長：遠藤 恵子（山形県立保健医療大学）

O-201 初産婦である娘をもつ実母の産後1か月間における祖母役割行動の調整過程
○小坂 麻衣1）、森 恵美2）、坂上 明子2）

1）千葉大学医学部附属病院、2）千葉大学大学院看護学研究科

O-202 生後1ヶ月以内から始まった児の対応困難な泣きに対する初産婦の対処
○木野 寛子
佛教大学 保健医療技術学部

O-203 生後1カ月以内から始まった児の対応困難な泣きに対する経産婦の対処
○木野 寛子
佛教大学 保健医療技術学部

O-204 子育て期早期の母親の「やりたい子育て」の実現状況と関連する要因
○関島 香代子
新潟大学大学院保健学研究科

O-205 初産婦における生後3か月のわが子との日常生活に対する認識とセルフケア
○淺田 祥子1）、森 恵美2）、坂上 明子2）

1）淀川キリスト教病院、2）千葉大学大学院看護学研究科

10：00～11：30 2-B群　［ ハイリスク妊娠 ］ 第6会場：講義棟 C棟206

座長：中村　康香（東北大学大学院）

O-206 出生後児に手術が必要と出生前診断された妊婦が抱く胎児への思いと取り組み
○爪田 久美子
社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院

O-207 ダウン症の可能性を告げられた母親の前向きな気持ちを支える看護
○片田 千尋、西村 明子、末原 紀美代
兵庫医療大学 看護学部 家族支援看護学 母性看護学

O-208 流産、死産、早期新生児死亡された家族へのケアを考える
○鈴木 静恵、八木 かおり、森 恵理
社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院

O-209 母体搬送され緊急入院となった妊婦に対する入院早期の看護援助
○濱田 恵美子
社会医療法人愛仁会 千船病院

O-210 統合失調症合併褥婦へのケアを通した CNS2名の役割と協働
○金 英仙、三田村 七福子
医療法人竹村医学研究会 小阪産病院
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10：00～11：30 2-C群　［ 母乳 ］ 第7会場：講義棟 C棟202

座長：藤田 愛（山形大学）

O-211 入院中の乳児に付き添う母親の母乳分泌維持促進のためのセルフケア行動
○塩澤 綾乃、清水 嘉子、佐々木 美果、藤原 聡子、阿部 正子、赤羽 洋子、宮原 美知留
長野県看護大学

O-212 Problematic Breastfeederと母親への介入プログラムの開発 
―相互作用と母乳哺育経験への満足感に着目してー
○齊藤 英子
日本赤十字看護大学

O-213 Problematic Breastfeederと母親への介入プログラムの評価 
―授乳状況、母親の心理、子どもの哺乳行動の獲得ー
○齋藤 英子
日本赤十字看護大学

O-214 早期母子接触中の児体温変化に与える要因の検討
○林 桐代、熊谷 操、加藤 葉子、浪花 弘美
札幌市病院局 市立札幌病院看護部看護課 周産期母子医療センター

10：00～11：30 2-D群　［ 妊娠 ］ 第8会場：講義棟 C棟205

座長：成田 伸（自治医科大学）

O-215 ヨーガによる妊婦の心理・社会的適応への効果 ―妊婦体操と比較してー

○日置 智華子1）、高橋 眞理2）

1）帝京平成大学 ヒューマンケア学部 看護学科、2）北里大学 看護学部

O-216 妊婦の飲料水摂取行動の実態
○大東 千晃1）、町浦 美智子2）、中嶋 有加里2）

1）日本赤十字社 和歌山医療センター、2）大阪府立大学大学院 看護学研究科

O-217 妊娠初期の妊婦における不快症状とQuality Of Lifeとの関係 
～QOLの4側面に焦点を当てて～
○中田 覚子1）、島袋 香子2）

1）佐久大学 看護学部、2）北里大学 看護学部

O-218 妊孕外来における葉酸サプリメントの摂取状況 
～葉酸サプリメントの摂取強化の啓発活動の検証～

○三好 裕貴、寺島 もも子、臼井 康惠
国立大学法人 滋賀医科大学医学部附属病院 母子女性診療科

O-219 経腟分娩をした初産婦のセミオープンシステム利用体験
○齋藤 明香、森 恵美
千葉大学大学院 看護学研究科
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プログラム（一般演題・ポスター）

 7月6日（土）

15：00～16：00 1-E群　［ ハイリスク妊娠 ］ 第2会場：講義棟 C棟103

座長：村本 淳子（三重県立看護大学）

P-101 出生前診断受検の選択にゆらぐ妊婦への看護　1報 
―テキストマイニング分析を用いたエキスパートの関わり―
○山岡 由季1）、坂梨 薫2）、勝川 由美2）、鍋田 美咲3）、臼井 雅美3）

1）横浜市立大学附属病院、2）関東学院大学看護学部、3）横浜市立大学医学部看護学科

P-102 出生前診断受検の選択にゆらぐ妊婦への看護　2報 
―クラスター分析から見出されたエキスパートの技―
○山岡 由季1）、坂梨 薫2）、勝川 由美2）、鍋田 美咲3）、臼井 雅美3）

1）横浜市立大学附属病院、2）関東学院大学看護学部、3）横浜市立大学医学部看護学科

P-103 妊娠糖尿病妊婦に対する指導方法の検討 ～女性の将来の健康も視野に入れて～ 
専用パンフレット作成までの報告
○桶谷 涼子
公立大学法人 横浜市立大学附属 市民総合医療センター

P-104 日本における切迫早産に対する安静療法の変遷とその定義
○菊池 尚子、中村 康香、跡上 富美、吉沢 豊予子
東北大学大学院医学系研究科

P-105 切迫流・早産の妊婦が入院中に感じる不便・訴えづらさの実態と必要な看護援助
○安富 小夏、仲村 美津枝、小西 清美、長嶺 絵里子
名桜大学人間健康学部看護学科

15：00～16：00 1-F群　［ 教育 ］ 第3会場：講義棟 C棟102

座長：佐藤 理恵（仙台青葉学院短期大学）

P-106 看護学生のもつ父性観 ―母性看護学実習における学びから―
○近藤 邦代、小玉 ひとみ、松宮 良子
平成医療短期大学 

P-107 母性看護学実習前における男子学生の自己決定力の検証
○小倉 由紀子、谷口 美智子
中京学院大学 看護学部 看護学科

P-108 母性看護学実習における男子学生のストレス特性 
―唾液アミラーゼ値・POMSからの検証―
○小倉 由紀子、谷口 美智子
中京学院大学看護学部看護学科
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P-109 助産学生の職業準備性を高める教育手法に関する研究報告
○山内 まゆみ
札幌市立大学看護学部

P-110 模擬患者とともに行う母性看護技術演習におけるビデオ視聴を用いた学習効果
○勝田 真由美1）、西村 明子2）、工藤 里香2）

1）日本赤十字広島看護大学、2）兵庫医療大学看護学部

15：00～16：00 1-G群　［ 震災・その他 ］ 第4会場：講義棟 C棟101

座長：清水 嘉子（長野県看護大学）

P-111 東日本大震災被災地で行われるベビーマッサージ教室の役割
○田中 彩子1）、藤田 愛2）、山口 咲奈枝2）、宇野 日菜子2）

1）天使大学大学院助産研究科院生、2）山形大学医学部看護学科

P-112 宮城県における東日本大震災時の地域母子保健活動の実際と課題
○佐藤 眞理、平野 かよ子
東北大学大学院医学系研究科

P-113 震災前後に子どもが誕生した父親の生活と心身の健康状態 
―東日本大震災から1年4か月後の調査―
○菊池 笑加1）、佐藤 喜根子2）、小山田 信子2）、佐藤 祥子2）

1）昭和大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科

P-114 大学生におけるデート DVの認知と実態
○今 愛美1）、佐藤 喜根子2）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科
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 7月7日（日）

10：00～10：40 2-E群　［ 妊娠 ］ 第2会場：講義棟 C棟103

座長：佐藤 祥子（東北大学大学院）

P-201 妊娠期のヘモグロビン値の経時的変化に関する研究（第1報）
○鈴木 紀子1）、清水 三紀子1）、和田 貴子2）

1）藤田保健衛生大学 医療科学部 看護学科、2）椙山女学園大学看護学部

P-202 妊娠期のヘモグロビン値の経時的変化に関する研究（第2報） 
～非侵襲的ヘモグロビン測定値の影響因子～
○清水 三紀子1）、鈴木 紀子1）、和田 貴子2）

1）藤田保健衛生大学 医療科学部 看護学科、2）椙山女学園大学 看護学部

P-203 妊娠先行型結婚をした妊婦の妊娠経過における快適性の変化
○跡上 富美1）、中村 康香1）、武石 陽子2）、伊藤 直子2）、坂村 佐知2）、吉沢 豊予子1）

1）東北大学大学院、2）東北大学病院

P-204 A病院における特定妊婦への助産師の役割
○鎌田 直美、齋藤 久美子
社会医療法人明和会 中通総合病院

10：45～11：05 2-F群　［ 性教育 ］ 第2会場：講義棟 C棟103

座長：菊地 圭子（山形県立保健医療大学）

P-205 母親は思春期の子どもの変化をどのようにとらえ経験しているか
○河内 浩美1）、佐山 光子2）

1）新潟青陵大学看護福祉心理学部看護学科、2）新潟大学医学部保健学科

P-206 性教育の授業をうけている中学3年生がその場で体験している内的世界
○吉森 容子1）、佐山 光子2）、関島 香代子2）

1）新潟県済生会三条病院、2）新潟大学大学院保健学研究科

10：00～10：30 2-G群　［ 分娩 ］ 第3会場：講義棟 C棟102

座長：野口 恭子（岩手県立大学）

P-207 総合周産期母子医療センターにおける出産満足度調査 
～出産体験自己評価尺度（短縮版）を用いて～
○松岡 亜梨沙、藤井 真紀、村上 信子、高井 恵美子
社会福祉法人函館厚生院 函館中央病院 総合周産期母子医療センター

P-208 産痛緩和法の演習を通して家族の発達を促す看護について考える試み
○金子  洋美1）服部   律子2）、松宮  良子3）、小玉  ひとみ3）、近藤  邦代3）

1）岐阜大学医学部看護学科 、2）岐阜県立看護大学、3）平成医療短期大学看護学科
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P-209 事例研究：パニックになった出産体験～思いの変化
○日高 陵好
県立広島大学 保健福祉学部 看護学科

10：35～11：25 2-H群　［ 産褥・新生児 ］ 第3会場：講義棟 C棟102

座長：服部　律子（岐阜県立看護大学）

P-210 早期新生児の沐浴前後における体温変化 
～沐浴直後のミルク哺乳は体温低下予防に繋がるか？～
○中西 有紀恵、柿崎 和子、小山内 由美子
国立大学法人 弘前大学 医学部附属病院

P-211 A病院における新生児蘇生法の現状と今後に向けての課題
○谷田部 仁子1）、成田 伸2）、望月 明見3）、野々山 未希子2）

1）元）自治医科大学看護学部、2）自治医科大学看護学部、 
3）自治医科大学大学院看護学研究科博士前期課程

P-212 出産直後に母子分離を余儀なくされた産婦への看護
○芝本 美紀、大月 恵理子、山本 英子
埼玉県立大学 保健医療福祉学部 看護学科

P-213 高年初産婦の産後1か月間における子育て生活体験
○森 恵美、岩田 裕子、坂上 明子、前原 邦江、小澤 治美、森田 亜希子、前川 智子
千葉大学大学院 看護学研究科

P-214 第一子（1歳6か月）を育てる母親の不安やストレスと育児支援の現状
○谷口 美智子、小倉 由紀子
中京学院大学 看護学部

10：00～10：40 2-I群　［ 父親 ］ 第4会場：講義棟 C棟101

座長：佐山 光子（新潟大学）

P-215 安心して分娩、育児へ臨むために両親学級を開催して
○千葉 くみ
岩手県立磐井病院

P-216 生殖補助医療で妊娠した妊婦の夫の経験プロセス
○林 はるみ1）、佐山 光子2）、定方 美恵子2）

1）新潟大学 男女共同参画推進室、2）新潟大学保健学研究科

P-217 イクメンプロジェクト「育休・育児体験談」にみる父親の育児経験
○太田 花菜子1）、小山田  信子2）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院医学系研究科
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P-218 はじめて父親になる人が認識している早期新生児期のわが子との関わりと 
関わりにおける経験
○樋口 礼子1）、大平 光子2）

1）公立置賜総合病院、2）広島大学大学院

10：45～11：15 2-J群　［ 管理 ］ 第4会場：講義棟 C棟101

座長：新道 幸惠（NPO法人看護アカデメイア幸）

P-219 院内助産の分娩期における質評価に関する用語の標準化
○津村 幸子1）、江口 さやか2）、村田 佐登美2）

1）社会医療法人 愛仁会 千船病院、2）社会医療法人 愛仁会 高槻病院

P-220 病院で就業継続している出産・育児期にある助産師が経験してきた 
転職・再就職・異動の様相とその背景
○北川 良子1）、石井 邦子1）、成田 伸2）

1）千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科、2）自治医科大学看護学部

P-221 助産師の現任教育と助産実習の受け入れ状況
○岩澤 由子、福井 トシ子、山西 雅子
公益社団法人 日本看護協会 事業開発部
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プログラム（ランチョンセミナー・実践コーナー）

 7月6日（土） 

12：00～13：00 ランチョンセミナー1 第8会場：講義棟 C棟205

座長：山本 智美（社会福祉法人聖母会聖母病院）

災害における医療材料の役割

アメジスト 大衛株式会社

演者： 馬場 裕子（日本赤十字社医療センター）
多田 秀子（医療法人社団スズキ病院スズキ記念病院）
伊藤 紀幸（大衛株式会社）

12：00～13：00 ランチョンセミナー2 第6会場：講義棟 C棟206

シミュレーターの組み合わせ活用による効果的な学習

株式会社 高研

演者： 大平 光子（広島大学大学院）

9：00～17：00 第9会場：講義棟 C棟203

〈実践コーナー〉　CTGにトライ！

 7月7日（日） 

9：00～11：00 第9会場：講義棟 C棟203

〈実践コーナー〉　CTGにトライ！
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プログラム（交流集会・ナーシングサイエンスカフェ）

 7月6日（土） 

13：00～14：30 ナーシングサイエンスカフェ（中・高校生対象） 第10会場：講義棟 C棟204

15：00～16：00 交流集会1 第10会場：講義棟 C棟204

母性看護専門看護師の育成 
―38単位への移行とその対応―

成田 伸（自治医科大学）
遠藤 俊子（京都橘大学）
齋藤 いずみ（神戸大学大学院）
町浦 美智子（大阪府立大学大学院）

 7月7日（日） 

10：00～11：00 交流集会2 第10会場：講義棟 C棟204

全国で活用する助産師のクリニカルラダー開発と運用の検討

福井 トシ子（日本看護協会）
早川 ひと美（ 日本看護協会　安全・安心な出産環境提供体制の推進に関する

検討委員会　ワーキンググループ委員）




